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１．はじめに 
現在の社会の動向に注目すると、リサイクル関連法

案による廃棄物の分別排出・回収・処理に関する主体

や義務、責任の明確化、それに伴う廃棄物処理・リサ

イクルに関する新産業の創出と関連企業の進出等の影

響から、ますます循環型経済社会への進展がうかがえ

る。しかしその反面、廃棄物処理システムにおける各

主体間や処理形態の複雑化等により、効率的・効果的

処理システムや施策の選択が困難であることも現状で

ある。現在の廃棄物問題は多岐にわたり、複雑化して

いるため、今まで以上の廃棄物の計画的処理、減量化・

リサイクルのための行動指針、情報管理システムの整

備や清掃事業経営の適正化、環境保全対策としてのリ

スク管理などが重要なポイントとなってくる。 
本研究では、多様化する一般廃棄物処理問題に対し

て、総合的なマテリアルリサイクルシステム体制確立

の概念を整理した。そこでは、まず科学的議論にシス

テムズアプローチの方法を用いて一般廃棄物処理計画

のシステム化を検討した。更に、マテリアルリサイク

ルシステム体制確立の方向性と実現化の検討を行いそ

の具体化内容を構想した。次いで、汎用性のある一般

廃棄物処理システム機能構成や、京都市域における機

能種類・規模・配置など整備計画変数に関して考察す

るとともに、合目的整備のための数理計画モデルを構

築した。最後に、京都市を対象とする実証的検討を行

い、「効率的・効果的な京都市一般廃棄物処理システム

整備」の実現可能性を可能な限り具体的に追求した。 

２．一般廃棄物処理システム整備計画モデルの定式化  
 上述したように本研究では、一般廃棄物排出量推計

モデル、一般廃棄物収集運搬計画モデル、一般廃棄物

処理施設整備計画モデルを組み合わせたモデルを構築

した。なお、ここでは以下で述べるように一般廃棄物

処理システムに対して総合的な評価が行えるようにし

た。以下に定式化の具体的内容を示す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
一般廃棄物排出量推計モデルの定式化（家庭系） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

一般廃棄物排出量推計モデルの定式化（事業系） 
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３．京都市一般廃棄物処理システム整備に関する実証

的検討 
構築した数理計画モデルを用いて、マテリアルリサ

イクルシステム体制の汎用性・効率性・効果について

実証的分析を行った。ここでは紙面の都合、京都市に

おける一般廃棄物処理施設整備計画モデル結果を示す

こととし、その他の結果は割愛し発表時に述べる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

４．おわりに 
時間の都合上あまり議論が出来なかったが、本研究

において構想した広域的な階層レベルを持つマテリア

ルリサイクルシステム体制は、廃棄物処理基本理念と

して、今後の一般廃棄物処理行政と一般廃棄物処理体

制を検討する上で、理想的な概念であると言える。今

回は、限られた時間の下で、総合・分析論という視点

からこの複雑な問題に対しシステムズアプローチを行

いいくつかの有効性な要素や課題を発見して、廃棄物

処理システムのなかに取り込んで捉えて議論をした。

そして、目標設定から代替案提案までの一連の流れの

中に、廃棄物処理計画総合化の重要性と有効性を計画

論的に示すことが出来たと考える。 
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：埋立目標超過、不足量、目標値（ｔ／年）

：資源化目標超過、不足量、目標値（ｔ／年）

：システム収支目標超過、不足量、目標値（円／年）

ikx ：廃棄物 iに対する各処理施設kの処理能力（ｔ／日）

ikW ：廃棄物 iの各処理施設kへの年間搬入量（ｔ／年）

　（排出量推計モデル、収集運搬モデルより与件）

式（１）に関して

式（２）に関して

式（３）に関して

ika ：各廃棄物ｉに対応する施設ｋにおける埋立処理移行率
（百分率）（処理残滓）

ikb ：各廃棄物ｉに対応する施設ｋにおける資源化材移行率
（百分率）（資源物）
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：Ｔ期における一般廃棄物処理財源（円／年）
（与件）

：Ｔ期における再生品売却収入（円／年）

：Ｔ期における一般廃棄物処理手数料収入（円／年）

：Ｔ期における一般廃棄物処理補助金、助成金
　（円／年）（与件）
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：各廃棄物iにおける資源化材ｊの組成率（百分率）（与件）

：各廃棄物iにおける資源化材ｊの売却単価（円／ｔ）（与件）
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：ｔ期における処理施設建設償還費（円／年）

：ｔ期における処理施設運営費（円／年）

：ｔ期における処理施設修繕費（円／年）

：ｔ期における収集運搬費（円／年）
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ije ：処理施設ｋの建設単価（円／ｔ）

KT , ：建設費償却完了年数、償却利率
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：処理施設ｋの施設運営原単位（円／ｔ）

：処理施設ｋの施設修繕原単位（円／ｔ）

一般廃棄物処理施設整備計画モデルの定式化 

 目的関数 単位 偏差量
yf+ 千円／年 0.0
yf- 千円／年 0.0
yb+ ｔ／年 0.0
yb- ｔ／年 0.0
yr+ ｔ／年 45239.0
yr- ｔ／年 0.0

目標達成 単位 目標判定 偏差量
目標行1 千円／年 目標達成
目標行2 ｔ／年 目標達成
目標行3 ｔ／年 超過 45239.0

新規処理施設 施設規模（ｔ／日）
コンポスト 449.0
焼　　却 780.9
選　　別 162.6

プラスチック油化 0.0
廃食用油 0.0
資源物選別 0.0

ストックパーク 37.0

住民負担 単位
負担総額 千円／年 644,433.2
一人当たり 円／年 747.0

一般廃棄物処理施設整備計画の実証的モデル分析結果 
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